
匠匠ををたたずずねねてて １１

森森本本 宇宇助助ささんん（（８８８８）） 松松阪阪市市飯飯南南町町深深野野 （（そそのの１１））

「松阪牛のふるさと」といわれる、松阪市飯南町。

昭和の時代から、数々の銘牛を育て上げた肥育農家の人々がここに住む。「匠」とも呼ばれる人々は、

時代に流されることなく、かたくななまでに昔ながらの技で松阪牛を育て上げてきた。

松阪牛の礎を築いた３人の「匠」を訪ね、その労苦や次世代に伝えたいことを語ってもらった。

シリーズで紹介する。
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シールに印字された 10 ケタの個体識別番号で松阪

牛の血統や農家の情報、移動履歴などを知ることがで

きます。 
皆さまに安全で安心な松阪牛をお届けする証を目

印にお買い求めください。 

11 月 27 日に松阪市で開かれる、

松阪肉牛共進会に向け、牛の健康状

態などを調べる中間検査が 8 月中旬

に実施されました。 

獣医師や担当者らが、出場を予定

している 54 戸の農家を訪れ、計

153 頭を１頭ずつチェックしまし

た。 

松阪肉牛共進会は、生きた松阪牛

の品評会で、厳しい審査を経て、そ

の年の松阪牛の女王を決定します。 

  
 本選に出場できるのは 50 頭だけ。 

10 月 29 日には、中間検査をクリアした牛を集めて予選会を開き、この 50 頭を選びます。 

どの農家も、本選出場を目指し、それぞれの牛を育て上げます。 
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